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一般会計
予算額49億5,334万2千円

歳　入 町　税 地方交付税 町　債 県支出金 国庫支出金 繰越金 地方消費税
交　付　金 その他 計

予 算 額 855,162 1,558,788 582,398 614,620 439,117 284,489 107,907 510,861 4,953,342

収入済額 938,273 1,559,836 142,298 441,327 362,109 284,490 107,907 514,458 4,350,698

収 入 率 109.72% 100.07% 24.43% 71.80% 82.46% 100.00％ 100.00% 100.70% 87.83%

平成28年度下半期（10月～３月）

　地方自治法第２４３条の３の規定及び東串良町財政事情の作成及び公表に関する条例の定めるところに
より、平成 28 年 10 月 1 日から平成 29 年３月 31 日までの期間における本町の財政事情についてのあら
ましを公表します。
　この公表は、毎年２回、町民の皆さんに町の財政がどのような状態にあり、皆さんから納めていただい
た税金などが町のためにどのように使われているかを知っていただき、町政について一層の理解を深めて
いただくため、お知らせしているものです。
　なお、公表の数値は平成 29 年３月 31 日現在のものです。

町の財政状況を公表します

39億2,712万3千円
（執行率：79.28%）歳　出 43億5,069万8千円

（収入率：87.83%）歳　入

歳　出 農林水産業費 教育費 民生費 総務費 土木費 衛生費 公債費 その他 計

予 算 額 575,831 375,990 1,204,267 1,302,039 337,513 353,156 441,036 363,510 4,953,342

支出済額 392,479 300,022 1,123,520 831,344 249,494 299,810 440,936 289,518 3,927,123

執 行 率 68.16% 79.80% 93.29% 63.85% 73.92% 84.89% 99.98% 79.65% 79.28%

（単位：千円）

費
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土地
　　　   331,666㎡

建物
50,202㎡

山林
958,936㎡

有価証券・出資金
             23,790 千円

貸付金・基金
1,970,063 千円

証　券

区　分 調定額 収入済額 収入率
町 民 税 225,984 215,625 95.42%

固定資産税 672,688 647,775 96.30%

軽自動車税 30,967 27,302 88.16%

たばこ税 47,571 47,571 100.00%

合　 計 977,210 938,273 96.02%

町税の収入状況
（単位：千円、％）

区　分 金　額

一
般
会
計

政府資金（財務省） 3,660,124
地方公共団体金融公庫 971,499

その他の金融機関 300,610

保険会社等 247,159

その他（振興資金） 26,829

簡易水道 290,055

合　　計 5,496,276

（単位：千円）
町債（町の借金）の現在高

特別会計（単位：千円）

科　　目 収入済額
後期高齢者医療保険料 51,679
繰 入 金 42,477
そ の 他 624
合 計 94,780

科　　目 支出済額
後期高齢者医療広域連合納付金 92,063
総 務 費 142
そ の 他 63
合 計 92,268

執行率 97.81％収入率 100.47％

後期高齢者医療 予算額 94,336 千円

科　　目 支出済額
簡易水道費 59,583
公 債 費 12,930

合 計 72,513

科　　目 収入済額
事 業 収 入 63,899
繰 入 金 6,700
繰 越 金 37,622
そ の 他 121,936
合 計 230,157

簡易水道 予算額 222,516 千円

執行率 32.59％収入率　103.43％

科　　目 収入済額
サービス収入 2,617
繰 入 金 3,616
繰 越 金 1,741
合 計 7,974

科　　目 支出済額
総 務 費 4,468
諸 支 出 金 1,741

合 計 6,209

執行率 91.15％収入率 117.06％

予算額 6,812 千円介護保険（サービス事業）

町有財産の現在高

科　　目 支出済額
保険給付費 748,292
総 務 費 12,052
諸 支 出 金 26,092
そ の 他 5,194

合 計 791,630
執行率 88.85％収入率 104.71％

介護保険（保険事業） 予算額 891,003 千円
科　　目 収入済額
保 険 料 142,923
支払基金交付金 210,922
国庫支出金 269,966
繰 入 金 123,165
そ の 他 185,999
合 計 932,975

科　　目 収入済額
国民健康保険税 239,886
国庫支出金 249,941
繰 入 金 76,812
そ の 他 612,890
合 計 1,179,529

科　　目 支出済額
保険給付費 689,252
後期高齢者支援金 119,815
共同事業拠出金 328,818
そ の 他 77,817
合 計 1,215,702

執行率 92.51％収入率 89.76％

国民健康保険 予算額 1,314,118 千円

▶
今
年
３
月
に
完
成
し
た

　

池
之
原
小
学
校
の
新
校
舎
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母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
検
査
の
結

果
、
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
妊
娠
11
週
以
内
に
妊
娠
の

届
出
を
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
母
子
の
健

康
や
発
育
・
発
達
、
予
防
接
種
の

記
録
帳
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
の
疾
病
異
常
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
を
医
療
機
関
等
に
お
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
医
療
機
関
等
に
お
い
て
妊

娠
期
間
中
14
回
を
限
度
と
し
て
、

妊
婦
健
康
診
査
が
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
。

ペ
ン
ギ
ン
（
両
親
）
学
級

　

４
回
を
１
ク
ー
ル
と
し
て
、
妊

婦
及
び
夫
婦
を
対
象
に
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
学

習
す
る
ほ
か
、
友
だ
ち
づ
く
り
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。（
年
12
回
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
教
室

（
２
歳
・
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
）

　

２
歳
０
～
２
か
月
児
、
２
歳
６

～
８
か
月
児
を
対
象
に
、
歯
科
健

診
、
フ
ッ
素
塗
布
及
び
歯
科
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
歯

周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望
者
に
実
施

し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）

３
歳
児
健
診

　

３
歳
３
～
５
か
月
児
を
対
象

に
、
精
神
発
達
等
の
確
認
及
び
検

尿
・
視
聴
覚
検
査
を
行
い
、
疾
病

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
も
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）

　町では、子どもたちの健全育成や子育てしやすい環境づくりのため、様々な�
子育ての負担を軽減できる各種制度があります。ぜひご利用ください。

東 く し ら の

子育て
スクスク情報

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導

　

妊
産
婦
及
び
新
生
児
を
対
象

に
、
訪
問
を
行
い
ま
す
。

乳
児
健
診
・

　
　
　

７
か
月
児
健
診

　

生
後
３
～
５
か
月
、
６
～
８
か

月
の
乳
児
を
対
象
に
、
発
育
・
発

達
の
確
認
と
疾
病
等
の
早
期
発
見

を
図
る
こ
と
及
び
育
児
等
に
関
す

る
相
談
を
行
い
ま
す
。（
年
６
回
）

乳
児
一
般
健
康
診
査

　

生
後
９
～
11
か
月
児
の
乳
児
を

対
象
に
、
委
託
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
査
が
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

１
歳
６
か
月
児
健
診

　

１
歳
６
～
８
か
月
児
を
対
象

に
、
運
動
機
能
・
精
神
発
達
等
の

確
認
及
び
疾
病
等
の
早
期
発
見
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
の

自
立
、
栄
養
等
育
児
に
関
す
る
相

談
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）
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母
子
健
康
相
談

　

乳
幼
児
の
身
体
測
定
及
び
保
健

指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
健
康

な
ど
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
偶
数
月
に
開
催
）

は
み
が
き
教
室

　

６
歳
臼
歯
の
生
え
る
前
・
永
久

歯
に
生
え
変
わ
る
前
の
４
歳
６
～

11
か
月
児
を
対
象
に
、歯
科
集
団
・

個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
・
発
達
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。（
年
２
回
）

フ
ッ
素
洗
口

　

町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
満
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
フ
ッ

素
洗
口
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
各
園
で
希
望
す
る
対
象
児
に

行
っ
て
い
ま
す
。）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

青
葉
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
館
に
お

い
て
、
室
内
で
の
遊
び
場
の
提
供

や
園
庭
開
放
、
育
児
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
様
を

お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、

無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ひ
ま
わ
り
館

（
☎
０
９
９
４
ー
63
ー
５
５
３
３
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

認
可
保
育
所

　

保
護
者
が
仕
事
、
病
気
、
病
人

の
介
護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
児
童
の

保
育
を
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に

代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
及
び

そ
の
世
帯
に
お
け
る
住
民
税
額
等

で
異
な
り
ま
す
。

【
東
串
良
町
内
の
保
育
所
】

　

青
葉
保
育
園　

定
員　

80
人

　

豊
栄
保
育
園　

定
員　

80
人

　

柏
原
保
育
園　

定
員　

70
人

　
　放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

保
育
所
等
の
施
設
で
、
放
課
後

や
土
曜
日
の
昼
間
な
ど
保
護
者
の

い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児

育
成
医
療

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
身

体
の
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
指

定
医
療
機
関
で
手
術
な
ど
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
時
に
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
は
医
療
費
の
１
割

で
、
所
得
に
応
じ
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
及
び

２
級
の
方
、
療
育
手
帳
の
Ａ
１
・

Ａ
２
・
Ｂ
１
（
知
能
指
数
35
以
下
）

の
方
、
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
で
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ
１
・
Ｂ
２

（
知
能
指
数
50
以
下
）
の
重
複
障

害
の
あ
る
方
を
対
象
に
保
険
診
療

に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成

し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
児
童
、
並
び
に
父
母
の
な
い
児

童
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
父
又
は
母
の

童
等
を
お
預
か
り
し
、
遊
び
を
主

と
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
葉
・
豊
栄
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　
　

下
校
後
～
19
時

　

土
曜
日　
　

７
時
～
19
時

　

長
期
休
暇　

７
時
～
19
時

柏
原
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　

13
時
～
18
時
30
分

　

土
曜
日　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

　

長
期
休
暇

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

養
育
医
療

　

養
育
の
た
め
病
院
又
は
診
療
所

に
入
院
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る

未
熟
児
（
生
ま
れ
た
と
き
の
体
重

が
２
，０
０
０
グ
ラ
ム
以
下
の
赤

ち
ゃ
ん
、あ
る
い
は
健
全
な
赤
ち
ゃ

ん
よ
り
生
活
能
力
が
著
し
く
劣
っ

て
お
り
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
医
師
が
入
院
治
療
を

必
要
と
認
め
た
赤
ち
ゃ
ん
）
は
、

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
入
院

し
治
療
し
た
場
合
に
、
必
要
な
医

療
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間
ま

で
）
で
す
。

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
父
母
そ
の
他
の

保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
者
に
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お

け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

支
給
期
間

　

生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
15
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）

支
給
額
（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　

第
１
子
・
第
２
子

＝
月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

　

中
学
生＝

月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

特
例
給
付

＝
月
額　

５
，
０
０
０
円
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生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
３
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
新
生
児
が
出
生
す
る
以

前
の
、
養
育
者
の
住
所
を
有
す
る

期
間
が
、
要
件
に
満
た
な
い
場
合

は
、
要
件
の
期
間
に
達
し
た
と
き

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●�

申
請
時
に
当
該
新
生
児
が
生
存

し
て
い
な
い
と
き
。

●�

出
生
届
を
行
う
前
に
養
育
者
が

転
出
の
届
出
を
し
た
と
き
。

●�

新
生
児
誕
生
後
、
そ
の
新
生
児

が
14
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
。

●�

新
生
児
の
世
帯
が
町
税
や
負
担
金
、

使
用
料
等
を
滞
納
し
て
い
る
と
き
。

●�

そ
の
他
、
町
長
が
適
当
で
な
い

と
認
め
る
と
き
。

出
産
育
児
一
時
金

　

妊
娠
12
週
以
上
で
出
産
し
た
と

き
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か

ら
、子
供
１
人
に
つ
き
42
万
円（
こ

の
う
ち
1.6
万
円
は
産
科
医
療
補
償

制
度
の
保
険
料
）
が
出
産
育
児
一

時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
胎
週
数
が
22
週
未

満
で
「
産
科
医
療
補
償
制
度
」
の

加
算
の
対
象
に
な
ら
な
い
出
産
の

場
合
は
40
・
４
万
円
に
な
り
ま
す
。

重
度
障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
29
年
４
月
以
降
】

　
　
　
　

１
４
，
６
０
０
円

介
護
者
福
祉
手
当

　

ね
た
き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高

齢
者
又
は
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

等
を
現
に
扶
養
し
、
介
護
又
は
監

護
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
額
（
月
額
）
８
，
０
０
０
円

　

支
給
月　

９
月
・
３
月

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

●�

対
象
者
（
児
）
が
宿
泊
を
伴
う

入
院
及
び
施
設
入
所
等
に
よ
り

一
時
的
に
在
宅
介
護
を
必
要
と

し
な
く
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
。

●�

介
護
者
が
生
活
保
護
法
に
規
定

す
る
被
保
護
者
で
あ
る
と
き
。

●�
介
護
を
怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

●�

町
税
や
負
担
金
、
使
用
料
等
を

滞
納
し
て
い
る
と
き
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
委
託

し
た
保
育
士
等
が
、
ご
家
庭
を
訪

問
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
や

悩
み
を
一
緒
に
考
え
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

東
串
良
町
赤
ち
ゃ
ん

　

す
こ
や
か
支
援
事
業

　

本
町
の
町
民
と
し
て
出
生
し
た

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
子
育

て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
出
生
祝
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

支
給
額

　

第
１
子　
　

３
０
，
０
０
０
円

　

第
２
子　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降１

０
０
，
０
０
０
円

支
給
要
件

●�

第
１
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

●�

第
２
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
２
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

●�
第
３
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎

年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

所
得
及
び
現
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
安
定
と
自

立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

支
給
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
（
障
害
の
あ
る
児

童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
、
父
又
は
母
に
事
実
上
婚

姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
者
が
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
29
年
４
月
以
降
】

　

全
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
４
２
，
２
９
０
円

　

一
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
９
，
９
８
０
円
～

４
２
，
２
８
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
障
害
を
理
由

と
し
て
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

場
合
、
心
身
障
害
児
童
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
29
年
４
月
以
降
】

　

１
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
５
１
，
４
５
０
円

　

２
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
３
４
，
２
７
０
円

※�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
所
得
及
び
現
況
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
の
日
常
生
活
に
お
い

て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
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子
ど
も
の
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年

４
月
よ
り
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に

予
防
接
種
の
予
診
票
と
資
料
を
配

付
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
資
料
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
医
療
機
関
に
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

【
定
期
予
防
接
種
の
種
類
】

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
四
種
混
合

　

�（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百

　

日
咳
・
急
性
灰
白
髄
炎
）

・
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

・
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

・
日
本
脳
炎

・
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

・
水
痘

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

・
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

か
ご
し
ま
子
育
て

　
　

支
援
パ
ス
ポ
ー
ト

　

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
少

子
化
が
進
む
な
か
地
域
の
企
業
等

が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支
援

す
る
事
業
で
、
満
18
歳
以
下
の
子

供
が
い
る
世
帯
や
妊
娠
中
の
方
が

い
る
世
帯
を
対
象
に
パ
ス
ポ
ー
ト

を
交
付
し
、
全
国
の
協
賛
店
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
協
賛
店
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
事
業
で

す
。

　

協
賛
店
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
鹿

児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
お
問
い
合
せ
先
・
申
込
先

　

東
串
良
町
役
場　

福
祉
課

　

福
祉
係
・
国
保
保
健
衛
生
係

　

☎
０
９
９
４（
63
）３
１
０
３

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
ま
で

を
対
象
に
医
療
費
の
全
額
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
乳
幼
児
か
ら
子

ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
親
の
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
の
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
促
進
し
な
が
ら

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も

（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
）

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
の
対
象

者
で
あ
る
子
ど
も
及
び
生
活
保

護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

受
給
期
間

　

一
般
診
療
・
歯
科
診
療
と
も
、

０
歳
か
ら
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
。

助
成
額

　

医
療
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費

（
病
院
の
通
院
・
入
院
や
薬
局
で
の

薬
代
等
）
の
一
部
負
担
金
（
自
己

負
担
分
）
の
額
。

町内協賛店
（有）倉内本店 東串良物産館　「ルピノンの里」

海鮮遊彩　まえだ家 はるかぜ食堂

センス＆おしゃれ　おがた 宮田金物店

前田薬品 （有）ドラッグサツタニ

アフラック代理店　櫻木孝志 鹿児島相互信用金庫　串良支店

公文式　東串良教室

更新がお済でない方は、お早めに更新手続きをしてください。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
る

に
は
、
病
院
受
診
時
（
薬
局
も
含

む
）
に
、
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

資
格
者
証
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
（
未
申
請
や
紛
失
等
）
は
、

役
場
福
祉
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

助
成
さ
れ
な
い
医
療
費

　

予
防
接
種
・
定
期
検
診
・
診
断

書
な
ど
の
保
険
適
用
外
の
医
療
費

や
、
公
的
補
助
（
高
額
医
療
費
・

他
方
制
度
に
よ
る
附
加
給
付
）
の

あ
る
部
分
に
つ
い
て
の
医
療
費
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

県
外
の
病
院
等
を
受
診
し
た
場

合
は
、
県
外
で
は
受
給
資
格
者
証

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
診
療
点

数
付
き
の
領
収
書
及
び
印
鑑
（
認

め
可
）
を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課

に
て
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合せ先】
東
串
良
町
役
場
経
済
課　
　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済

く
だ
さ
い
。

◦�

畜
舎
な
ど
に
薬
剤
が
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
防
護
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

養
魚
池
等
は
常
に
水
を
か
け
流
し
に
し

て
く
だ
さ
い
。

散
布
後

◦�

万
が
一
、
人
体
に
農
薬
が
付
着
し
た
場

合
は
直
ち
に
石
鹸
水
等
で
洗
い
流
し
て

く
だ
さ
い
。

◦�

自
動
車
に
農
薬
が
付
着
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�
児
童
・
生
徒
が
登
下
校
時
に
、
道
端
の

草
を
む
や
み
に
触
ら
な
い
よ
う
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

◦�

農
薬
の
か
か
っ
た
牧
草
は
、
約
1
ヶ
月
は

家
畜
に
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

施
設
園
芸
農
家
の
皆
様
へ

◦�

園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
混

入
の
な
い
よ
う
戸
締
り
等
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

①�

散
布
時
は
、
薬
剤
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

に
ハ
ウ
ス
は
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②�

実
施
当
日
は
、
自
動
開
閉
が
作
動
し
な
い

よ
う
に
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

③�

養
蜂
箱
は
、
直
接
飛
散
し
な
い
よ
う
に
措

置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蜂
は
行

動
範
囲
が
広
い
の
で
、
養
蜂
箱
か
ら
出
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
作
付
農
家
の
皆
様
へ

◦�

防
除
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
畦
畔
・
ヒ

エ
等
の
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
５
時
か
ら

　

※
雨
天
時
順
延

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
内
一
円

の
水
田
に
お
い
て
、
水
稲
航
空
防
除
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

実
施
時
は
飛
散
等
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
行
を
控
え
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

散
布
前

◦�

牧
草
、
野
菜
等
は
、
前
日
ま
で
に
収
穫

す
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
等
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◦�

自
動
車
の
野
外
駐
車
に
つ
い
て
は
、
汚

れ
ま
す
の
で
、
車
庫
に
入
れ
る
か
カ
バ
ー

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◦�

防
除
効
果
を
高
め
る
た
め
、
10
日
程
前

ま
で
に
畦
畔
等
の
管
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

散
布
中

◦
散
布
地
区
へ
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦�

自
宅
な
ど
の
窓
は
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

◦�

水
田
付
近
で
の
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦�

干
物
に
農
薬
が
つ
か
な
い
よ
う
ご
注
意

◦�

防
除
時
に
水
田
が
湛
水
状
態
の
場
合
、
散

布
後
5
～
7
日
間
湛
水
状
態
を
保
ち
、

落
水
・
か
け
流
し
は
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

東
串
良
町
水
稲
航
空
防
除
連
絡
協
議
会 

　
（
事
務
局
：
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
東
串
良
支
所
）

　

☎
０
９
９
４
（
63
）
２
５
２
５

　
「
東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
」
で
は
、

経
営
所
得
安
定
対
策
や
担
い
手
育
成
に
関
す

る
諸
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

１
．
諸
制
度
・
事
業
の
受
付
・
申
請
等
に
つ
い
て

受
付
日
時

　
　
　

６
月
19
日
（
月
）
～
23
日
（
金
）

　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

受
付
場
所

　
　
　

東
串
良
町
役
場　

経
済
課
（
2
Ｆ
）

　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
最
終
受
付
に
つ
い
て

　

◆
対
象
者

　

・
転
作
申
告
を
未
だ
行
っ
て
い
な
い
水
田

　
　

耕
作
者

　

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
麦
、
大
豆
を
販
売
目

　
　

的
で
生
産
す
る
農
業
者
（
畑
を
含
む
）

水
稲
航
空
防
除
の
実
施
に
つ
い
て

　

・
申
告
を
し
た
が
、
事
情
に
よ
り
耕
作
者

　
　

を
変
更
さ
れ
る
方

　

・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
を
作
付
し
、「
新
規
需
要

　
　

米
取
組
計
画
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方

　

・
飼
料
作
物
を
作
付
し
、「
飼
料
供
給
協

　
　

定
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方

　

耕
畜
連
携
助
成
の
申
請
に
つ
い
て

　

◆
対
象
者

　

・
次
の
取
組
内
容
を
３
年
以
上
取
り
組
む

　
　

方
（
連
携
の
相
手
方
が
い
る
場
合
は
利

　
　

用
供
給
協
定
が
必
要
）

　

◆
取
組
内
容

　

�

次
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　

①
わ
ら
利
用

　
　

飼
料
用
米
等
の
作
付
け
を
行
い
、
わ
ら

　
　

を
飼
料
と
し
て
確
実
に
利
用
す
る
取
組

　

②
資
源
循
環

　
　

耕
種
農
家
の
耕
作
す
る
水
田
で
生
産
さ

　
　

れ
た
飼
料
作
物
を
牛
に
給
与
し
、
そ
の

　
　

中
か
ら
生
産
さ
れ
た
堆
肥
（
肥
料
取
締

　
　

法
の
届
出
が
必
要
）
を
耕
種
農
家
の
水

　
　

田
に
散
布
す
る
取
組

※
取
組
を
行
う
の
は
畜
産
農
家
で
す
が
、
助

　

成
金
は
水
田
耕
作
者
（
耕
種
農
家
）
に
助

　

成
さ
れ
ま
す
。助
成
の
申
請
を
行
う
前
に
、

　

両
者
で
堆
肥
散
布
に
係
る
畜
産
農
家
の
方

　

の
役
務
に
対
す
る
対
価
を
話
し
合
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

１

２

問
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環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
申
請
書
受
付

　

◆
対
象
者

　

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る

　
　

農
業
者

　

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

　
　

て
い
る
こ
と

　

◆
対
象
作
物

　

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
す
る
作
物

　
（
飼
料
作
物
を
除
く
）

　

◆
対
象
と
な
る
取
組

　

①
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　
　

減
の
取
組（
以
下『
５
割
低
減
の
取
組
）』

　
　

と
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
を
組
み
合

　
　

わ
せ
た
取
組

　

②
５
割
低
減
の
取
組
と
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

　
　

又
は
草
生
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
た
取
組

　

③
５
割
低
減
の
取
組
と
冬
期
湛
水
管
理
を

　
　

組
み
合
わ
せ
た
取
組

　

④
有
機
農
薬
の
取
組
（
化
学
肥
料
、
農
薬

　
　

を
使
用
し
な
い
取
組
）

※
受
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
助
成
金
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
．
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
注
意
事
項

　

現
在
の
転
作
制
度（
経
営
所
得
安
定
対
策
）

　

に
つ
い
て

　

現
在
の
転
作
制
度
は
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
主
食
用
水
稲
の
生

産
調
整
を
目
的
と
し
て
い
た
以
前
の
制
度
と

は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
転
作
作
物
に
つ
い
て
も
、
主
食
用

水
稲
と
変
わ
ら
な
い
栽
培
管
理
が
必
要
で

す
。
転
作
（
種
を
ま
く
だ
け
・
芽
が
生
え
た

だ
け
）
す
る
だ
け
で
は
、
転
作
奨
励
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
九
州
農
政
局
の
立
入
調
査
も
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
捨
て
作
り
と
判
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
意
事
項
（
共
通
）

①
転
作
申
告
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
作
業
日
誌
等
の
提
出
書
類
は
必
ず
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

③
肥
料
や
農
薬
等
の
資
材
購
入
伝
票
は
保
管

　

し
て
く
だ
さ
い
。

④
対
象
作
物
の
種
子
購
入
伝
票
（
地
力
増
進

　

作
物
に
つ
い
て
も
必
要
）
は
保
管
し
て
く

　

だ
さ
い
。

⑤
出
荷
・
供
給
先
な
ど
は
、
播
種
後
の
変
更

　

は
で
き
ま
せ
ん
（
播
種
前
契
約
を
行
う
必

　

要
が
あ
る
た
め
）。

　

作
物
別
の
注
意
事
項

①
新
規
需
要
米
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
・
飼
料
用
米
・

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
種
子
等
）

　

●
新
規
需
要
米
取
組
計
画
書
を
提
出
す
る

　
　
（
期
限
：
6
月
30
日
）。

　

●
田
植
え
を
行
い
、
極
端
な
粗
植
（
条
間

　
　

を
抜
く
等
）
を
し
な
い
。

　

●
ヒ
エ
等
の
雑
草
の
除
草
に
努
め
る
。

　

●
病
害
虫
防
除
を
行
う
。

　

●
必
ず
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ま
で
行
う
（
行
わ
な

　
　

い
も
の
認
め
ま
せ
ん
）。

　

●
ロ
ー
ル
を
横
流
し
・
転
売
を
し
な
い（
新

　
　

規
需
要
米
取
組
計
画
書
の
需
要
先
以
外

　
　

は
不
可
）。

②
飼
料
作
物
（
早
期
・
二
期
）

　

●
飼
料
供
給
協
定
書
を
必
ず
提
出
す
る　

　
　
（
無
家
畜
農
家
の
み
）。

　

●
必
ず
協
定
を
締
結
し
た
畜
産
農
家
へ

　
　

供
給
す
る
（
刈
取
り
を
行
い
家
畜
へ
給

　
　

与
す
る
）。

③
そ
ば
、
野
菜
等

　

●
水
田
の
耕
作
者
（
営
農
計
画
書
の
名
義

　
　

人
）
が
出
荷
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

●
播
種
前
に
出
荷
先
と
出
荷
契
約
が
締
結

　
　

さ
れ
て
い
る
。

　

●
出
荷
伝
票
等
を
提
出
す
る
。�

※
前
述
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

書
類
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
交
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
、

「
作
物
確
認
書
」
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
、
作
物
が
異
な
る
場
合
等
は
、

期
限
内
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
の
連
絡
や
連
絡
が
無
い
場

合
は
、
作
物
を
作
付
さ
れ
て
い
て
も
交
付
金

が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
や
、
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

3
．
春
夏
作
転
作
一
斉
確
認
に
つ
い
て

日
時　

平
成
29
年
7
月
20
日
（
木
）
に
実
施�

　
　
　

予
定
で
す
。（
※
雨
天
順
延
）

※
個
票
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

6
月
12
日
頃
に
「
作
物
確
認
書
」
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
実
際
に
作
付
を
行
っ
た
も
の
と

作
物
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会

　
　
　
　
（
東
串
良
町
役
場
経
済
課
内
）

　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
２
３

３１

２３

問

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
土
石
流
災
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

豪
雨
等
の
際
は
、
気
象
情
報
や
防
災
無
線

の
情
報
に
注
意
し
、
土
石
流
の
前
兆
現
象
を

感
じ
た
場
合
や
町
か
ら
避
難
連
絡
が
あ
っ
た

場
合
は
、早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
今
ま
で
に
な
い
規
模
の
災
害
が
起
こ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
雨
が
降
り

止
ん
だ
後
で
も
、
土
石
流
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
山
地
災
害
に
関
し
て
お
気
づ
き
の
こ

と
が
あ
れ
ば
、
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
土
石
流
災
害
に
つ
い
て
』

　

谷
や
斜
面
に
貯
ま
っ
た
土
・
石
・
砂
な
ど

が
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

一
気
に
流
れ
出
て
き
ま
す
。
破
壊
力
が
大
き

く
、
ま
た
速
度
も
速
い
の
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

『
土
石
流
の
前
兆
現
象
』

・
山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ
つ

　

か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
。

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
位

　

が
下
が
る
。

・
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が
ま
ざ

　

り
は
じ
め
た
り
す
る
。

　

東
串
良
町
役
場

　

総
務
課
・
建
設
課
・
経
済
課

　

☎
０
９
９
４（
63
）３
１
３
１（
代
表
）

土
石
流
災
害
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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４
月
21
日
（
金
）、
東
串
良
町
園
芸
振
興

会
女
性
部
が
鹿
児
島
市
で
販
売
促
進
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

販
売
促
進
活
動
の
目
的
は
、「
東
串
良
の

ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
」
の
消
費
拡
大
と
量

販
店
で
生
産
者
自
身
に
よ
る
対
面
販
売
を
通

し
て
、「
顔
の
見
え
る
」農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、

有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
た
め
で
す
。

　

鹿
児
島
市
の
２
箇
所
の
量
販
店
で
、
ピ
ー

マ
ン
・
き
ゅ
う
り
の
試
食
宣
伝
販
売
、
レ
シ

ピ
の
配
布
な
ど
を
し
ま
し
た
。「
東
串
良
の

ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
」
は
、
消
費
者
に
大

変
好
評
で
、「
ピ
ー
マ
ン
の
塩
こ
ん
ぶ
和
え
」

と
「
き
ゅ
う
り
の
わ
さ
び
漬
け
」
は
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
行
列
が
出
来
る
盛
況

で
、
ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
を
買
い
込
む
お

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　
　
　

　

女
性
部
で
は
「
今
後
も
よ
り
一
層
顔
の
見

え
る
安
心
・
安
全
な
農
産
物
の
生
産
販
売
に

努
め
た
い
」

と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
の
消
費
者
に

　

ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
を
Ｐ
Ｒ

▲
▶
販
売
促
進
活
動

　
　

の
様
子

▲柏原小学校のみなさん

　

４
月
26
日
（
水
）、
東
串
良
町
農
政
連
絡

協
議
会
の
方
々
が
、
池
之
原
小
学
校
と
柏
原

小
学
校
を
訪
れ
、
児
童
に
バ
ケ
ツ
稲
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
食
育
教
育
の
一
環
で
例
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
食
の
基
本
で
あ

る
「
米
」
を
育
て
る
こ
と
で
、
農
家
の
方
々

の
苦
労
や
食
物
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ケ
ツ
を
受
け
取
っ
た
児
童
の
代
表
た
ち

は
、
大
き
な
声
で
「
み
ん
な
で
観
察
し
な
が

ら
大
切
に
育
て
ま
す
。」
と
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。

　

東
串
良
町
農
政
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲池之原小学校のみなさん

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。　
６月セリ市は６月 14 日～ 16 日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円）平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 71（52） 1,460,000 756,423 20,998 287
郡 714（548） 1,603,000 741,549 5,836 283

去
勢

町 66（59） 1,390,000 810,106 △ 27,981 316
郡 760（684） 1,390,000 822,095 △ 31,438 317

計
町 137（111） 1,460,000 782,285 △ 3,025 301
郡 1,474（1,232） 1,603,000 783,079 △ 11,873 301

５月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（５月 22 日～ 24 日）

町
内
の
園
児
が
芋
植
え
を
体
験

　

５
月
19
日
（
金
）、
東
串
良
町
有
機
堆
肥

セ
ン
タ
ー
横
の
畑
に
お
い
て
、
豊
栄
・
青
葉
・

柏
原
保
育
園
児
に
よ
る
「
芋
植
え
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
で
、
㈲
タ
バ
タ
の
タ
ネ
の
協
力
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
園
児
た
ち
は
、
土
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
元
気
に
芋
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
芋
は
、
11
～
12
月
頃
に
収
穫
予

定
で
す
。
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大崎町役場　企画調整課
〒 899-7305　曽於郡大崎町仮宿 1029 番地　	
TEL		099-476-1111　FAX			099-476-3979
東串良町役場　企 画 課
〒 893-1693　肝属郡東串良町川西 1543 番地　	
TEL		0994-63-3122　FAX			0994-63-3138
肝付町役場 内之浦総合支所 町民生活課 婚活応援係
〒 893-1402　肝属郡肝付町南方 2643 番地　	
TEL		0994-67-4512　FAX			0994-67-4117
錦江町役場　　政策企画課
〒 893-2392　肝属郡錦江町城元 963 番地	
TEL		0994-22-3032　FAX			0994-22-1951
南大隅町役場　企画課
〒 893-2501　肝属郡南大隅町根占川北 226 番地
TEL		0994-24-3113　FAX			0994-24-3119

大隅５町婚活連絡協議会（構成町：大崎町、東串良町、肝付町、錦江町、南大隅町）

ホテルさつき苑
☎0120-74-1238　FAX 0994-42-5226
〒 893-0064  鹿児島県鹿屋市西原１丁目９番 10 号

鹿児島県内在住の 20 歳以上 49 歳以下の独身男女各 40 名

男女とも 3,000 円（税込）
（※当日会場受付にてお支払いください。）

 平成 29 年７月 14 日（金）まで
（※先着順に受け付け、定員になり次第、締め切ります。）

	女性は直接、さつき苑へ。男性は各構成町へ	申し込んでください。
【郵送、Faxによる受付（お名前・性別・年齢・ご住所・電話番号）】
※申込みは、下記の申込み用紙をお使いください。
※		当日のイベントをスムーズに行うため、ネーム等を作成しますので書面での申込みとします。

自己紹介、パーティー、フリートーク等による交流。
大崎町 / 東串良町 / 肝付町 / 錦江町 / 南大隅町の６月号広報誌
フリーペーパー（BIG WAVE・Happy Choice）
県のホームページ
　　鹿児島県→健康・福祉→青少年・子ども→少子化対策事業→出会いサポートのためのイベント情報
参加決定者には、連絡事項等も含め、一週間前までに通知します。
カジュアルな服装でお越しください。

　【男性の申込先・問い合わせ先】

　
平成 29 年８月６日（日）　12：00–15：00（予定）　受付 11：30〜

掲　　載
内　　容

主　　催

場　　所

募集対象人員

参  加  料

申込締切

申込方法

そ の 他

※お預かりいたしました個人情報は本イベントのみ使用いたします。

申込み用紙（男性は各町へ、女性はさつき苑へ直接）

フリガナ

男・女

年　齢

名　前
　　　　　　　
　　　　　才

住　所
〒　　　　ー

携帯電話（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　ー

婚活イベント
大隅５町合同

男性は、大崎町、東串良町、肝付町、錦江町、南大隅町内
在住者各 8 名ずつで 40 名とします。（ （

司会
進行

榮徳 多賀子

竹之内 雄太
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 ～ 平成 29 年７月１日より受付スタート ～
　７月１日から、平成 29年度国民年金保険料免除申請の受付が開始されます。お手続きを希望

される方は、役場住民課またはお近くの年金事務所へお願いします。

◆手続きの際必要なもの
　●申請免除・・・年金手帳、印かん
　●学生免除・・・�年金手帳、印かん、学生証または在学証明書

　※�前年度失業された方で免除を希望される方は、公的機関の証明
を受けた離職票等をお持ちください。

■お問い合わせ先：東串良町役場　住民課　年金兼環境係　　☎０９９４－６３－３１０２（内線１０５）

全額免除・一部免除
　本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の方で、国民年金保険料を納めることが経済的に困

難な場合は、免除申請を行い、承認されると保険料が免除されます。

免除される額は①全額、②一部免除（４分の３、半額、４分の１）のいずれかで、前年の所得額によ

り決まります。免除の承認を受けた期間は年金受給資格期間に算入され、年金額に反映されます。

納付猶予制度

離職票

平成 29 年度国民年金免除制度のお知らせ

　平成 29 年度の免除の受付は平成 29 年７月１日から開始され、『平成 29 年７月分～平成 30 年６月分』
の期間を対象として審査を行います。
　また、免除申請は２年１ヶ月前までさかのぼってお手続きできますので、保険料を納付することが困
難だったものの申請を忘れていたために未納期間を有している方等は、一度、役場住民課またはお近く
の年金事務所までご相談ください。

　20 歳から 50 歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合は、申請して承認される

と保険料の納付が猶予されます。これを納付猶予制度といいます。納付猶予になった期間は年金受給

資格期間に算入されますが、年金額には反映しません。

〈失業した場合の特例〉

失業した場合に保険料免除・納付猶予制度の申請を行う際は、失業した方の前年所得をゼロとみ

なして審査します。この特例は原則、失業した年またはその翌年に申請された場合に適用されます。

◆「未納」より、こんなにいい制度です！　

・過去１０年以内に免除や納付猶予等の承認を受け、保険料を全額納付していない期間がある場合、「追納制度」

を利用することができます。この制度を利用して保険料を納めることにより、将来の年金額を増やすことがで

きます。

・「未納」だと障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合がありますが、免除・納付猶予の場合

（一部免除において減額された保険料を納付していない場合を除く）は受け取る条件に含まれます。
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■お問い合わせ先：東串良町役場　福祉課　国保保健衛生係　　☎０９９４－６３－３１０３

●都道府県内で保険料負担を公平に支え合うため、都道府県が市町村ごとの医療費水準や所得水準に応
　じた国保事業費納付金（保険料負担）の額を決定し、保険給付に必要な費用を全額、保険給付費等交
　付金として市町村に対して支払います。これにより、市町村の財政は従来と比べて大きく安定します。
●市町村はこれまで個別に給付費を推計し、保険料負担額を決定してきましたが、今後は都道府県に納
　付金を納めるため、都道府県の示す標準保険料率等を参考に、それぞれの保険料算定方式や予定収納
　率に基づきそれぞれの保険料率を定め、保険料を賦課・徴収します。
●都道府県は、安定的な財政運営や効果的な事業運営の確保のため、市町村との協議に基づき、都道府
　県内の統一的な運営方針としての国民健康保険運営方針を定め、市町村が担う事務の効率化、標準化、
　広域化を推進していきます。
●広域化により、平成 30 年度から、同一都道府県内で他の市町村に引っ越した場合でも、引っ越し前
　と同じ世帯であることが認められるときは、高額療養費の上限額支払い回数のカウントが通算され、
　経済的な負担が軽減されます。

国民健康保険制度の見直しによる効果

都道府県の主な役割

財政運営の責任主体

国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進

市町村ごとの標準保険料率を算定・公表

保険給付費等交付金の市町村への支払い

市町村の主な役割

国保事業費納付金を都道府県に納付

資格を管理（被保険者証等の発行）

標準保険料率等を参考に保険料率を決定
保険料の賦課・徴収

保険給付の決定、支給

都道府県と市町村の役割分担

▼平成 30 年度から、都道府県も国民健康保険の保
　険者となります（資格や保険料の賦課・徴収等の
　身近な窓口は、引き続き東串良町になります）。

▼平成 30 年度以降の一斉更新から、新しい被保険者
　証等には、鹿児島県が表記されるようになります。

都道府県

保険給付に必要な費用を、各市町村に支払う
（交付金の交付）

市町村 市町村 市町村

運営方針の策定
（県内の統一的方針）

国民健康保険制度見直しによる主な変更点

平成 30 年 4 月から国民健康保険制度が変わります
　国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成 30 年４月から、これまでの市町村に加え、都道府
県も国民健康保険制度を担うことになりました。
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　全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での世代間の公平が図られるよ

う、負担能力に応じた負担をいただく必要があります。

　そのために、平成 29 年４月から、75 歳以上の方の保険料の軽減率が変わります。

　平成 29 年４月から、75 歳以上の方の

　　　　　　　医療保険料の軽減率が変わりました

75 歳以上の方の保険料は、

①年収に応じて納めて
　いただく部分（所得割）と、

②全員に納めていただく
　定額部分（均等割） があります。

保険料

●一定以上の年収のある方

に、年収に応じて負担

●個人の年収に応じて軽減

①所得割額

●全ての方が負担

　全国平均：45,289 円／年
●世帯の所得に応じて軽減

②均等割額

＋

▶所得割の額が変わる方１ 年収　約１５３万円～約２１１万円の方

　平成 28 年度までの所得割は、特例

的に５割軽減されていましたが、平成

29 年度は２割軽減になります（均等

割の定額部分は変わりません）。

所得割 特例(平成29年度)特例(平成28年度)

本来納めて

いただく

所得割額 納付額（5 割）
納付額（8 割）

▶

▶ 5 割軽減
2 割軽減

▶

▶均等割の額が変わる方２ 元被扶養者で、特定の要件に該当する方

元被扶養者とは 75 歳になる前日に、家族の会社の健康保険などで被扶養者だった方

特定の要件の例 単身の方であれば、年金収入が 168 万円を超える方など
75 歳以上の夫婦 2 人世帯であれば、一方の年金収入が 168 万円を超える場合など

均等割 特例(平成29年度)特例(平成28年度)

本来納めて

いただく

均等割額
納付額（1 割）

納付額（3 割）

▶

▶ 9 割軽減
7 割軽減▶

　平成 28 年度までの均等割は、特例

的に９割軽減されていましたが、平成

29 年度は７割軽減になります。

※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得

が低い方は、均等割の軽減（9 割軽減、8.5 割軽減）

が受けられます。

▶▶ 保険料を年金からの引き落としで納めている皆様へ
　年金からの引き落としの場合、前半（4 月・6 月・8 月）の保険料は前年度と同じ額を引き落とし、

後半（10 月・12 月・2 月）で残りの保険料を調整します。

　そのため、平成 28 年度よりも平成 29 年度の保険料額が増えますが、実際に引き落とし額が増え

るのは、10 月からです。➡ 引き落とし額の間違いではありませんので、ご注意ください。

【引き落とし額の例】 元被扶養者に該当する方の場合（金額は、年金から引き落とされる額です）

平成 28 年度の保険料額　
年額 4,530 円
700 円 700 円 700 円 830 円 800 円 800 円
４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 ▶ 3,790 円 3,700 円 3,700 円800 円 800 円 800 円

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

平成 29年度の保険料額　
年額 13,590 円

■お問い合わせ先：東串良町役場　福祉課　国保保健衛生係　　☎０９９４－６３－３１０３
　　　　　　　　　　　 鹿児島県後期高齢者医療広域連合会　　         ☎０９９－２０６－１３９７
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■お問い合わせ先：東串良町役場　福祉課　国保保健衛生係　　☎０９９４－６３－３１０３

人間ドック受診費用を助成します！人間ドック受診費用を助成します！
助成対象者は？助成対象者は？

町からの助成額は？町からの助成額は？ 　

助成対象の医療機関は？助成対象の医療機関は？ ⇨ 町と契約している次の医療機関です。

助成を受けるには？
助成を受けるには？

■ＰＥＴドック（陽電子放射断層撮影法）とは？

■国民健康保険に加入しており、次の条件を満たしている方が助成の対象となります。

■後期高齢者医療に加入しており、次の条件を満たしている方が助成の対象となります。

・年齢が３５歳以上
・前年度以前の国民健康保険税に滞納がない世帯に属していること
・町が実施する健康診査を受診していないこと

・前年度以前の後期高齢者医療保険料に滞納がないこと
・町が実施する健康診査を受診していないこと

受診コース 町助成額
一般ドック・脳ドック ２０，０００円
一般ドックの女性コース ２３，０００円
ＰＥＴ（がん）ドック ５０，０００円

人間ドック受診費用の助成は、
１人につき年１回となります。

受診コース 医療機関名 所在地 電話番号

一般ドック
（女性コース含む）

肝属郡医師会立病院 肝属郡錦江町神川 135 番地 3 0994-22-3111
大隅鹿屋病院 鹿屋市新川町 6081 番地 1 0994-40-1111
鹿児島県厚生連健康管理センター 鹿児島市与次郎 1 丁目 13 番 1 号 099-256-1133
鹿児島県民総合保健センター 鹿児島市下伊敷３丁目 1 番 7 号 099-220-2622
藤元総合病院付属総合健診センター 宮崎県都城市早鈴町 17 街区 1号 0986-22-7017

脳ドック
県民健康プラザ鹿屋医療センター 鹿屋市札元 1 丁目 8 番 8 号 0994-42-5101
徳田脳神経外科病院 鹿屋市打馬 1 丁目 11248 番地 1 0994-44-1119
厚地脳神経外科病院 鹿児島市東千石町 4-13 099-226-1491

ＰＥＴ（がん）ドック
厚地記念クリニック 鹿児島市照国町 12-1 099-226-8871
南風病院 鹿児島市長田町 14-3 099-226-9111
藤元総合病院付属総合健診センター 宮崎県都城市早鈴町 17 街区 1 号 0986-22-7017

がんが糖分を大量に消費する性質を利用して、がんを発見する検査です。糖に特別な光（放射線）を
出す物質を組み込んだ薬剤を注射すると、がんの病巣に多く集まり、光るようになります。その光を
ＰＥＴ専用のカメラで全身を撮影することにより、がんの場所・大きさを知ることができます。

受診を希望される医療機関へ受診日と受診コースを予約後、東串良町役場 1 階 福祉課 国保保健衛生
係にて、申請手続きが必要となります。保険証と印鑑をお持ちください。

心臓病・がん・脳卒中などの生活習慣病は、初期段階では自覚症状がなく、気づかないうちに進行し
ているのが特徴です。人間ドックは、生活習慣上の問題点を見つけ出し、病気の予防・早期発見ができ
る総合的な健康診断です。

1 年に１度は、人間ドックまたは健康診査を受けて、自分の健康状態をチェックしてみませんか？
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平
成
29
年
度 

柏
原
大
相
撲

　５月 14 日（日）、280 年以上の歴史を持つ柏原大相撲が今年も開催されました。当
日は、小学生対抗の勝ち抜き相撲や県内外の有名高校の招待相撲などのほか、乳幼児
健康祈願土俵入り、相撲甚句踊りが披露されました。
　また、本年度は地域おこし協力隊の発案で、ゆるキャラ相撲も開催されました。

相
撲
甚
句
踊
り

土
俵
祭
り

高
校
生
相
撲

少
年
相
撲

新
生
児
健
康
祈
願
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他者を思いやる気持ちを大切に

目指せ！　全国制覇！！　

　第 39 回西日本少年少女選手権大会が４月２日、
静岡県富士市の富士川体育館にて開催されました。
　初出場の選手の活躍により、たくさんの賞を頂きま
した。夏の全国大会に向けて、『全国制覇』を目指し
練習に励んでいきます。応援よろしくお願いします。
【大会結果】
中学生団体型２位（市村俊涼・前田修弥・揚野聖葵）
中学生団体組手３位（市村俊涼・前田修弥・揚野聖葵）
中学男子個人組手３位（前田修弥）
中学男子個人型敢闘賞（市村俊涼）
小学３・４年男子個人組手３位　揚野彪楓
　東串良空手道スポーツ少年団・正輝会では随時入
団募集を行っています。
　いつでも見学に来てください。
　練習日：毎週火・金曜日　18 時 30 分～　　　　
　場　所：町体育館２F　　　　　　　　　　（敬称略）

　４月 19 日（水）、東串良中学校の生徒を対象に、
東串良町の人権擁護委員４名（安松良和さん、上別
府エツ子さん、江口政葊さん、野口美保さん）の皆
さんが人権教室を開催しました。
　各学年ごとに、人権に関するＤＶＤを鑑賞した後、
人権擁護員の方々から作文の朗読と講話があり、生
徒達は真剣な面持ちで聞き入っていました。

　

２
８
０
年
以
上
の
歴
史
を
数
え
る
柏
原
大
相
撲
。

今
年
も
５
月
14
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
初
参
加
な
の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
私
の
無
理
な
要
望
に
相
撲
連
盟
の
皆
様
が
ご

理
解
ご
協
力
下
さ
り
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
相
撲
」
を
初

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
行
事
の

神
聖
な
土
俵
上
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
登
場
さ
せ
る
の
は

ど
う
な
の
か
、
と
不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、

相
撲
連
盟
の
皆
様
の
「
や
っ
て
み
ら
ん
か
」
の
後
押

し
の
お
か
げ
で
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
崎
町
の
松
原
王
子
と
肝
付
町
の
い
て

丸
く
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
程
調
整
・
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
相
撲
連
盟
の
方
々

や
役
場
職
員
と
連
携
・
協
力
を
図
り
、
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
活
か

し
、
さ
ら
に
東
串
良
町

を
盛
り
上
げ
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

東串良町地域おこし協力隊　　　Facebook　[@higashikushira]

東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信
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た
く
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
納
税

　
    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
。
東
串
良
町
で
も
こ
れ

ま
で
多
く
の
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
者
を
地
域
別
に
見
て
み
る
と
、

５
３
．
８
％
が
東
京
都
な
ど
の
関
東
地

方
、
近
畿
地
方
が
１
９
．
３
％
と
続
き
、

九
州
地
方
は
５
．
８
％
と
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
内
か
ら
は
０
．
７
％
と
、
ご

く
わ
ず
か
で
す
。
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53.8%

19.3%

12.0%

5.8%

4.6%
3.1% 1.4%

地域別割合
関東 近畿

中部 九州

北海道・東北 中国

四国

こ
ん
な
使
途
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
申
し
込
み
を
す
る

際
に
、
寄
附
金
の
使
途
を
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
の
の
５
８
．
７
％
は
「
自

治
体
に
お
ま
か
せ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
関
す
る
事
業
」
が

２
２
％
、「
自
然
と
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事

業
」
が
７
．
６
％
と
続
い
て
い
ま
す
。 

 

平
成
２
８
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
事
業 

 

こ
れ
ま
で
積
立
て
た
ふ
る
さ
と
納
税
を

平
成
２
８
年
度
は
次
の
こ
と
に
使
い
ま
し

た
。 

◯
敬
老
年
金
・
高
齢
者
訪
問
給
食
事
業
な
ど

（
町
民
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
事
業
） 

…
１
４
，
０
０
０
千
円 

…
１
４
，
０
０
０
千
円 

58.8%22.4%

7.6%

3.7%

3.5% 3.6%
0.4% 希

望
さ
れ
た
使
途

おまかせ
子どもたちの未来
町の自然と環境の保全
町民の健康と福祉
町の歴史と文化の伝承
町の活性化
住民自治やコミュニティ活動

◯
乳
幼
児
・
子
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も
医
療
費
助
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な
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（
町
民
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
事
業
） 

…
１
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，
０
０
０
千
円 

◯
中
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の
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に
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事
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０
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返
礼
品
事
業
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し
て
い
ま

す
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で
は
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る
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と
納
税
を
さ
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た
方
へ

返
礼
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（
特
産
品
な
ど
）
を
贈
っ
て
お
り
、

そ
の
事
業
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を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
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・
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
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・
今
ま
で
い
な
か
っ
た
お
客
さ
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獲
得 

な
ど
の
メ
リ
ッ
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が
あ
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、
原
則
と
し
て
、

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
品
を
対
象
と
し
て
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
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先 

 

 
役
場
企
画
課
商
工
観
光
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0

9
9

4
-
6

3
-3

1
2

2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香
川
県
か
ら
の
お
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さ
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５
月1

0

日
か
ら
１
１
日
ま
で
の
２
日

間
、
香
川
県
よ
り
三
木
町
立
三
木
中
学
校

の
生
徒
１
８
名
が
東
串
良
町
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
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香
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県
な
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で
は
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す
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庭
か
ら
の
、
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存
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と
し
て
の
あ
く
ま
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に
聞
き
入
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が
印
象
的
で
、
地
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に
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相
互
の
文
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を
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で
の
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面
持
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退
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で
は
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こ
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で
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を
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寄附件数      １９，５４７件 

寄附金額 ２６９，０５５，９１０円 
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涙
に
変
わ
る
こ
と
も

民
泊
の
醍
醐
味
で
、
今
回
の
生
徒
た
ち
も

東
串
良
町
で
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 
 

問
合
せ
先 

役
場
企
画
課
商
工
観
光
係 
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平成２８年度 

寄附件数      １９，５４７件 

寄附金額 ２６９，０５５，９１０円 

積立額   ９３，４００，０００円 

 
みんなのために

使われているん

だね！ 

 

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

で
は
、
今
年
度1

0

月 

と1
1

月
に
も
受
入
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。
受 

入
家
庭
と
し
興
味
の
あ 

る
方
は
左
記
ま
で
。 

◯
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど

（
町
民
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
事
業
）

…
１
２
，
０
０
０
千
円

◯
中
学
校
の
教
材
・
備
品
購
入
費
な
ど

（
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
関
す
る
事
業
）

…
４
，
０
０
０
千
円

返
礼
品
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

へ
返
礼
品
（
特
産
品
な
ど
）
を
贈
っ
て

お
り
、
そ
の
事
業
者
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。

○
今
ま
で
い
な
か
っ
た
お
客
さ
ん
の
獲
得

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
品
を
対
象
と

し
て
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

　
　

役
場
企
画
課
商
工
観
光
係

　
　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
２
２

みんなのために

使われているん

だね！

問

香
川
県
か
ら
の
お
客
さ
ま

　

５
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
の
２
日

間
、
香
川
県
よ
り
三
木
町
立
三
木
中
学

校
の
生
徒
18
名
が
東
串
良
町
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

香
川
県
な
ら
で
は
の
う
ど
ん
や
お
遍

路
の
話
を
い
き
い
き
と
話
す
姿
、
受

入
家
庭
か
ら
の
、
保
存
食
と
し
て
の
あ

く
ま
き
の
話
に
聞
き
入
る
姿
が
印
象
的

で
、
地
域
に
残
る
相
互
の
文
化
を
学
び

ま
し
た
。

　

入
村
式
で
の
緊
張
し
た
面
持
ち
は
、

退
村
式
で
は
笑
顔
と
涙
に
変
わ
る
こ
と

も
民
泊
の
醍
醐
味
で
、
今
回
の
生
徒
た

ち
も
東
串
良
町
で
の
体
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

で
は
、
今
年
度
10
月
と

11
月
に
も
受
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
受
入
家

庭
と
し
興
味
の
あ
る
方

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

　

 

　
　

役
場
企
画
課
商
工
観
光
係

　
　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
２
２

問
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町長の動き（４月下旬～５月中旬）
月日 行　　　事 月日 行　　　事

４月 21 日町民生委員連絡協議会総会 ５月 10 日肝属地区教育振興会総会（鹿屋市）

27 日町農林技術員連絡協議会総会 12 日町農業者年金受給者会総会

28 日
町生活研究グループ連絡協議会総会 18 日町老人クラブ総会

町農業再生協議会総会 19 日県建築士会大隅支部意見交換会（鹿屋市）
　

４
月
28
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に

て
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
地
産
地
消
に
向
け

た
加
工
品
の
研
究
・
研
修
を
通
じ
て
、

生
活
と
生
産
の
調
和
の
と
れ
た
、
ゆ

と
り
あ
る
く
ら
し
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
姶
良
市
へ
の
研
究
視

察
や
料
理
教
室
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
作

り
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
産
館
で
は
会
員
の
み
な

さ
ん
が
作
っ
た
み
そ
・
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
・
焼
肉
の
た
れ
な
ど
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

総
会
後
は
、
松
留
昭
子
先
生
に
よ

る
抹
茶
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▶
総
会
の
様
子

東串良を再発見！

「まち歩きさるっもんそ会」 へ参加しよう！

　６月１８日（日）に、東串良に残る魅力的で貴

重な文化財や史跡を巡ります。

◆集合時間：６月 18 日（日）午前９時

◆集合場所：豊栄ひっとべ館

◆散策場所：豊栄地区・川東北部地区

◆対 象 者：不問（未成年は保護者同伴）

問 さるっもんそ会　会長　北園

　　（文化財保護審議会会長）

     ☎０８０－３９９９－４２２２

男
女
共
同
参
画
週
間

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

期
間
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的

及
び
基
本
理
念
に
関
す
る
国
民
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
週
間
で
す
。

※
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
と
は

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利

益
を
享
受
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ

と
で
す
。

大崎幼稚園　 TEL・FAX  （099）476-3455

６月25日（日）９時～　　＊運動会（大崎町体育館）
６月27日（火）10時～　　＊リトミック　＊手・足型
　　　　　　　　　　　＊身体測定　　＊誕生会
７月４日（火）10時～　　＊七夕飾り製作
７月18日（火）10時～　　＊プール遊び　＊手・足型
　　　　　　　　　　　＊身体測定　　＊誕生会

『ひよこクラブ』 活動計画

☆未就園児を対象にした子育て支援を行っています。
　お気軽にご参加ください。
☆読み聞かせは、毎回行っています。

大崎幼稚園子育て支援
『ひよこクラブ』

広 

告

男女共同参画のシンボルマーク。
男女が手を取り合っている様子
をモチーフにし、互いに尊重し
あい、共に歩んでいたけらとい
う願いが込められています。

▶
抹
茶
体
験
の
様
子

◀
松
留
昭
子
先
生
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こんにちは。
教育委員会です。

1 中学校区における小中 9 年間の一貫した教育実践
～東串良中学校で第 1 回小中一貫協議会を開催 （5/16） ～

幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして～第６０回～

東串良町教育委員会（役場３階）
管理課　　　６３－３１３３　主に学校教育・就学相談など
社会教育課　６３－３１３４　主に社会教育・家庭教育など〔 〕

・ 　 6 月 １７日 （土） 地域とふれあう日　　　　　　　　　　　　　　　町内各集落公民館等
・ 　 6 月 １９日 （月） ～２３日 （金）　　　　　アウトメディアウィーク ・ 家庭学習強調週間
・ 　 6 月 ２３日 （金） 家庭読書の日 （毎月２３日）
・ 　 6 月 ２４日 （土） 土曜学習講座 「ひっくら塾」　　　　　　9 時３０分～　　　役場３階
・ 　 6 月 ３０日 （金） 第 1 回町教育支援委員会及び町特別支援連携協議会
・ 　 7 月　１日 （土） 土曜学習講座 「ひっくら塾」　　　　　　9 時３０分～　　　役場３階
・ 　 7 月　４日 （火） 町図画作品審査会
・ 　 7 月 １０日 （月） 第 1 回町総合教育会議
・ 　 7 月 １５日 （土） 地域とふれあう日　　　　　　　　　　　　　　　町内各集落公民館等

○　６～７月の教育委員会主催行事

　児童生徒の学力向上や体力向上，生徒指導上
の問題等の解消を図るために本町では，小中９
年間で目指す子どもの姿の実現を図る「小中一
貫教育」の研究・実践に取り組んでいます。そ
の取組の第一歩として，本年度も東串良中学校
を会場とし，２小を卒業した中学生の様子を小
学校教職員が参観する機会が設けられました。
　また，小学校と中学校，各教科等の担当者が
一堂に顔を合わせ，教科指導上の課題や今後
の取組等について小中の校種を超えて話し合う

「各教科等部会」を開催しました。平成 30 年度
小中一貫教育開始に向けて，２小１中の教職員
間の連携体制が確認された１日となりました。
　なお，今回，町内３校の行事等を一つにまと
めた行事予定表（小中一貫カレンダー）を作成
しましたので，配布をご希望される方は町教育
委員会管理課までご連絡ください。

【小中一貫教育の推進に係る全体会（写真左）・相互授業参観（写真中央）・教科部会（写真右）】

【平成 29年度�東串良３校行事予定（小中一貫カレンダー】
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新刊紹介

子どもといっしょに読書の日６月 23 日（金）

絵
本

▪｢

お
は
よ
う
、
は
た
ら
く
く

　
　

る
ま
た
ち｣

　
　
　
シ
ェ
リ
ー
・
ダ
ス
キ
ー
・
リ
ン
カ
ー

　

工
事
現
場
に
朝
が
来
て
、
働

く
車
た
ち
が
目
を
覚
ま
し
ま
す
。

今
日
は
、
大
き
な
ビ
ル
を
作
る

新
し
い
工
事
の
始
ま
り
の
日
。

一
生
懸
命
働
く
10
台
の
車
た
ち

と
一
緒
に
ワ
ク
ワ
ク
感
と
充
実

感
を
味
わ
え
る
絵
本
で
す
。
人

気
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。

絵
本

▪｢

ば
あ
～
っ
！｣

　
　
　
　

い
し
づ
ち
ひ
ろ�

　

く
ま
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は

「
ど
こ
？
」
く
る
ま
の
お
も
ち
ゃ

は
「
ど
こ
？
」
親
子
で
一
緒
に
「
ば

あ
～
っ
！
」
と
笑
顔
に
な
れ
る　

か
わ
い
ら
し
く
て
楽
し
い
絵
本
。

は
じ
め
て
で
あ
う
え
ほ
ん
シ
リ
ー

ズ
最
新
刊
。

一
般
書

▪｢
素
敵
な
日
本
人
」

　

東
野
圭
吾

　

ミ
ス
テ
リ
ー
あ
り
、
心
温
ま

る
お
話
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
感

じ
あ
り
・
・
・
。
９
作
か
ら
な

る
短
編
集
。
い
ろ
ん
な
味
を

一
気
に
楽
し
め
る
一
冊
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間
に
一

話
ず
つ
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

絵
本

▪｢

へ
た
な
ん
よ
」

　

ひ
こ
・
田
中

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
へ
た
。
で
ん
わ
で
聞

く
こ
と
。
針
の
穴
に
糸
を
通
す

こ
と
。
早
く
歩
く
こ
と
・
・
・
。

で
も
と
っ
て
も
優
し
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
私
の
心
温
ま
る
お
話
で
す
。

一
般
書

▪
「
心
を
休
め
る
習
慣
」

　
　
　
　
　

植
西
聰

　

人
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た

め
に
は
「
適
度
に
休
む
」
習
慣

が
必
要
・
・
・
。
日
々
暮
ら
す

中
で
心
が
騒
ぐ
時
、
実
践
し
た

い
ラ
ク
に
な
る
コ
ツ
と
は
？
ほ

ん
の
少
し
の
時
間
で
す
ぐ
に
実

践
で
き
る
心
の
休
め
方
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
般
書

▪｢

我
ら
が
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

　

林
真
理
子

　

超
高
級
老
人
ホ
ー
ム
を
舞
台

に
「
介
護
」
を
テ
ー
マ
に
展
開

す
る
お
話
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
の

介
護
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る

ホ
ー
ム
で
働
く
三
人
の
中
高

年
女
性
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
彼

女
達
が
と
っ
た
驚
き
の
行
動
と

は
？
！

一
般
書

▪
「
失
わ
れ
た
地
図
」

　
　
　
　
　

恩
田
陸

　

日
本
各
地
の
旧
軍
都
に
発
生

す
る
と
言
わ
れ
る
「
裂
け
目
」。

こ
の
「
裂
け
目
」
を
封
じ
、
記

憶
の
化
身
た
ち
と
戦
う
“
力
”

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
一
族
。
今

話
題
の
著
者
が
描
く
、
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
異
次
元
世
界
の
物
語
。

一
般
書

▪
「�

か
「
」
く
「
」
し
「
」
ご
「
」
と
「���

」

　
　

住
野
よ
る

　

高
校
生
５
人
の
青
春
ス
ト
ー

リ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
人
間

関
係
を
中
心
と
し
た
悩
み
と
向

き
合
っ
て
成
長
す
る
様
子
が
爽

や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
君

の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』
著
者
が

描
く
最
新
作
。

************************************************************************************

※�毎月 23 日（家庭読書の日）は、お一人３冊まで借りられます（通常は２冊まで）。是非、ご利用ください。

�東串良町総合センター内�図書室　　　開室時間：午前 9時～午後 5時
�【お問い合わせ先】総合センター　☎�０９９４- ６３- ２１２２（代）
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ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解

　
　

す
る
週
間
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の
促
進

を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に

隔
離
さ
れ
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
か
け
が
え
の
な
い

多
く
の
方
々
の
人
生
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

病
気
が
治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰
れ
ず
、

社
会
復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
も
な

お
、
多
く
の
方
々
が
、
療
養
所
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
が
、
平
穏
に

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
ま
た
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴

史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
期　

間

　

平
成
29
年
６
月
18
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
24
日
（
土
）

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
知
識

・
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て
お
こ

　

る
感
染
症
で
、伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

　

短
期
間
で
完
治
す
る
病
気
で
す
。
わ
が
国

　

に
感
染
源
と
な
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

　

ま
せ
ん
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体
の
変

　

形
は
、
診
断
や
治
療
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ

　

る
後
遺
症
で
す
。

・
国
は
平
成
８
年
の
「
ら
い
予
防
法
」
廃
止

　

ま
で
、
こ
の
隔
離
政
策
を
と
り
続
け
ま
し

　

た
。
長
年
に
わ
た
る
こ
の
隔
離
政
策
な
ど

　

に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気
と
い

　

う
誤
っ
た
考
え
が
定
着
し
、
そ
の
こ
と
が

　

様
々
な
偏
見
・
差
別
や
人
権
侵
害
を
引
き

　

起
し
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
頃
に
は
、
特
効
薬
で
完
治
す
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
偏
見
や
差
別
が

　

解
消
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
は
、
今
も

　

根
強
く
残
る
偏
見
・
差
別
に
苦
し
ん
で
お

　

ら
れ
ま
す
。

自
衛
隊
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
鹿
屋
地
域

事
務
所
で
は
、
左
記
の
と
お
り
自
衛
隊
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所

　

鹿
屋
合
同
庁
舎　

４
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
（
鹿
屋
市
西
原
４
‐
５
‐
１
）

◆
対
象

　

中
・
高
・
大
卒
（
見
込
含
む
）
27
歳
未
満

　

の
男
女
及
び
そ
の
ご
家
族

　

自
衛
隊
に
入
る
「
14
通
り
の
入
り
方
」
な

ど
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

学
生
、
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
鹿
屋
地
域

　

事
務
所　

鹿
屋
合
同
庁
舎
１
階

　
　
　
　
　
　
（
鹿
屋
市
西
原
４
‐
５
‐
１
）

　

☎
０
９
９
４
（
42
）
４
３
８
６

問

浄
化
槽
法
定
検
査
受
験
の
お
願
い

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、保
守
点
検
・

清
掃
と
は
別
に
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維

持
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
浄
化
槽

法
第
７
条
及
び
第
11
条
に
基
づ
く
法
定
検
査
の

受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
、
県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関

で
あ
る
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
第
７
条
検
査
と
は
、
新
た
に
浄
化
槽
を
設

置
し
て
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
か
月

の
間
に
受
け
る
使
用
開
始
検
査
で
、
手
数
料

１
１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。　

◆
第
11
条
検
査
と
は
、
設
置
１
年
後
か
ら
毎

年
継
続
的
に
行
う
水
質
に
関
す
る
検
査
で
す
。

10
人
槽
以
下
の
場
合
の
検
査
手
数
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
合
併
処
理
浄
化
槽��

＝��

６
，
０
０
０
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽��

＝��

４
，
０
０
０
円

※
検
査
の
日
程
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ

キ
で
事
前
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
手
数
料
は
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
９
０
０
０

　

東
串
良
町
役
場
住
民
課
年
金
兼
環
境
係

　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
０
２

問
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満一歳すこやかスナップ

父：拓郎さん　母：真由美さん
★保護者から一言★

心ちゃん、お誕生日おめでとう♫

いつも笑顔で甘え上手な心ちゃんに、

みんなメロメロ♥

これからも、たくさん笑って食べて、

元気いっぱい遊ぼうね★

西青木　心
し ん た

太ちゃん

（岩弘上東）
平成 28 年６月９日生まれ

西之園　雫
し ず く

月ちゃん

（第二にぎやかタウン池之原）
平成 28 年６月 11 日生まれ

父：昭和さん　母：夏美さん
★保護者から一言★

雫月、あっというまに１歳だね♥

おめでとう♪

かわいい笑顔をいつもありがとう♥

これからもいっぱい食べて

いっぱい遊んで大きくなぁれ♥

父：昭彦さん　母：宏美さん
★保護者から一言★

ゆあちゃん１歳おめでとう☆

毎日、笑顔いっぱい見せてくれて本当に

ありがとう♥

にぃにぃとねぇねと大きくなーれ！

二川　結
ゆ あ

杏ちゃん

（池之原下西）
平成 28 年６月３日生まれ

父：道成さん　母：千琴さん
★保護者から一言★

るーちゃん、１歳のお誕生日おめでとう！

毎日すくすく元気に育ってくれてありがとう♥

るーちゃんの笑顔は、お父さん・お母さんの

パワーの源だよ！これからも一緒に沢山

笑って過ごしていこうね♥

松倉　成
な る は

芭ちゃん

（岩弘下南）
平成 28 年６月 20 日生まれ

父：大作さん　母：ゆりえさん
★保護者から一言★

こはちゃん、１歳の誕生日おめでとう♥

これからもこはちゃんの笑顔で

みんなを癒してね (^^)

竹元　小
こ は く

春紅ちゃん

（新町上）
平成 28 年６月 30 日生まれ

広 

告
 

 

 

 

 

 

 

 

まんりょう税務会計事務所   志布志市志布志町志布志 1-20-12(赤田学習塾跡) 

 

税理士は守秘義務が 

新規開業の個人事業主様や会社様の初年度を応援するために新規開業パック

をご用意！ 
★新規開業の個人事業主様の初年度（金額は税込） 
税務顧問（毎月打合せ）無料＋記帳月 16,200円＋確定申告 38,800円 
★新規設立の会社様の初年度（法人成りを除く）（金額は税込） 
税務顧問（毎月打合せ）無料＋記帳月 16,200円＋法人税地方税申告 75,600円 
 

役所への手続きもお任せください。 
★個人事業及び会社設立による新

規開業について税務署・役所への届

出書類の作成提出は無料です。 
★会社設立登記手続きも、司法書士

と連携していますので安心です。 

  
赤田元日出税理士事務所  ☎099-479-4170  南九州税理士会大隅支部所属(No133030) 

 
あります。 
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セーフティライフ

く  に  み  岳 みんなで  つくろう  安全安心のまち 「車内安全運動」推進中

地域安全ニュース  平成 29 年６月号（第 265 号）  肝付地区防犯協会　　☎ 0994（65）0110  （内線 583）

刑　法　犯　認　知　件　数（肝付署管内）
（平成 29 年４月末現在）

凶悪犯   0 件（± 0 件）
窃
盗
犯
の
内
訳

万 引 き 4 件 （± 0 件）
粗暴犯 3 件（－ 1 件） 自 動 車 盗 0 件 （± 0 件）
窃盗犯 13 件 （－ 1 件） オ ー ト バ イ 盗 0 件 （－ 1 件）
知能犯   0 件（± 0 件） 自 転 車 盗 0 件 （± 0 件）
風俗犯   0 件（± 0 件） 車 上 ね ら い 2 件 （－ 1 件）
その他   2 件（－ 5 件） そ の 他 7 件 （＋ 1 件）
総　数 18 件（－ 7 件） 合 計 13 件（－ 1 件）

※（　）内は、前年同月比

　４月から肝付地区防犯事
務局に勤務することになり
ました、進藤鈴子です。防犯に関する知識、
経験ともに未熟ですが、安心・安全なまちづ
くりに頑張って参りたいと思いますので御指
導、御鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

防犯協会事務局から

　 ４ 月 11 日、 朝 の 登 校 時 に 高 山 小 学 校 の 正
門 で 早 朝 立 哨 を 行 い ま し た。 地 域 見 守 り 隊
は、高山小学校の父兄の皆様、少年ボランティ
ア、 肝 付 防 犯 協 会、 警 察 の 方 々 で 行 い ま し た。
　見守り隊の皆さんの「おはよう」の優しい声掛
けに、児童の皆さんからも「おはようございま
～す」の元気な声が明るく響き渡りました。見
守り隊の皆さんは、地域の安全・安心のために
一 生 懸 命 頑 張 っ て 活 動 し て い ら っ し ゃ い ま す。
　そして、学校に行く子供たちから元気な「お
はよう」の声を聞くと、｢今日も元気だなと、安
心すると同時に元気をもらっている｣ と見守り
隊の皆さんは言っておられます。これからも大
きな「おはよう」の声で見守り活動をしている
皆 さ ん に《 元 気 》 を プ レ ゼ ン ト し て く だ さ い。

挨　　拶　　運　　動　　を　　展　　開　　中

いか��→��おいでといわれてもついていかない

の������→��しらないひとのくるまにのらない

お������→��たすけて～！キャ～！とおおごえでさけぶ

す������→��おとなのいるところにすぐにげる

し������→��どんなひとか、なにをしたか、をおとなにしらせる

飲 酒 運 転 根 絶 運 動 実 施 中
　東串良商工会による恒例のルーピン祭りが柏原海
岸で開催され、肝付警察署員で結成された劇団「国見
みまもり隊」が寸劇を行い、「飲酒運転根絶」を呼び
かけました。

飲んだら運転しない
　　　　　　　飲んだ人に運転させない
　　　　　　　　　運転する人に飲ませない
・飲酒運転による交通事故が死亡事故に繋がる危険性
　が高いこと。
・仲間との飲み会等はハンドルキーパーを決める等。
　飲酒運転の根絶を図りましょうと内之浦のロケッ
トマン、東串良のピーマン、肝付の流鏑馬ライダーた
ちの熱のこもった演劇に会場も歓喜に満ちました。

◆ 防犯キャンペーン実施 ◆

相変わらず被害の多い振り込め詐欺
　　　　　　　　　　　　「だまされないで！」
◎お金を送る電話が来たら
                                    あやしい～。おかしい～。　
◎振り込む前に周りの身近な人に相談！

年金支給日の 4 月 14 日、鹿児島銀行高山支店でチラ
シとティッシュを配り、｢振り込め詐欺に注意してく
ださい｣ と声掛けしながら防犯運動を行いました。
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５月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

女
（
（

）
）

－10
＋9

（ ）
）（

男

合　計
世帯数

3,589

3,252
6,762

3,173
当月 （前月比）

転　入　27 人
転　出　20 人

出　生  　   5 人
死　亡  　 13 人

前月

3,580
3,183

6,763
3,248

－1
＋4

●�退去をされる方は、1ヶ月前までにご連絡ください。
●団地内での雑草等の処理をお願いします。
◆�詳しくは、役場総務課財務係へお問い合わせください。
　☎ 63-3131　内線 213

公営……所得に応じて家賃が毎年変わります。
特公賃…一定以上の所得が必要で、家賃は変わりません。

公営住宅空き情報（平成29年６月12日現在）

池之原地区
【公営】第２池之原団地 １戸
　※申込：平成 29 年６月 22 日（木）まで

柏原地区
【公営】古市団地 ３戸

郷
愁
（
六
月
）　

高
崎　

唯
子

五さ

み

だ

れ

月
雨
や

　

蓑み
の
か
さ笠
着
け
て

             

迎
へ
傘

　
青
葉
の
頃
、
強
い
南
風
に
煽
ら
れ
て

急
に
降
り
出
す
青
梅
雨
で
あ
る
。
親

は
雨
具
を
持
た
ず
に
登
校
し
た
吾
が

子
に
番
傘
を
届
け
る
た
め
学
校
を
訪

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
出
立
ち
は
蓑
笠

装し
ょ
う
ぞ
く束
で
あ
っ
た
。

漆し
っ
こ
く黒
の

　

道
は
い
づ
こ
ぞ

             
五さ
つ
き
や
み

月
闇

　
五
月
闇
は
暗
雲
が
垂
れ
込
め
、
提ち
ょ
う
ち
ん灯

の
仄
暗
い
灯
り
で
は
覚
束
な
い
。
幼

い
こ
ろ
歌
っ
た
雪
の
進
軍
の
歌
詞
に

「
ど
こ
が
川
や
ら
道
さ
え
知
れ
ず
・
・
」

と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
五
月
闇
も
全

く
同
然
で
あ
る
。

※ 

各
句
内
の
季
語
に
印
が
入
っ
て
い

ま
す
。

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常
の

素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
―
２
３
８
５
）

語
ら
い
つ
つ
土
筆
の
袴
と
る
う
ち
に 

　

君
は
い
つ
し
か
寝
息
立
て
お
り 

持
留
タ
ツ
子

待
ち
侘
び
し
よ
う
や
く
満
開
桜
花 

　

春
の
便
り
は
北
か
ら
届
く 

永
田　

康
朗

記
録
な
す
誤
字
の
訂
正
繰
り
返
す 

　

脳
の
退
化
を
認
め
た
る
時 
松
矢　

京
子

列
島
は
花
見
の
宴
と
平
和
な
る 

　

世
情
は
緊
迫
不
安
極
ま
る 

柚
木
原
み
つ
え

良
き
事
が
あ
る
と
思
い
ぬ
地
に
落
ち
し 

　

桜
舞
い
立
ち
風
に
踊
る
よ 

藤
元
美
保
子

山
里
の
薄
桃
色
に
染
ま
る
頃 

　
「
早
春
賦
」
口
づ
さ
む
母
偲
ば
る
る 

福
永　

康
子

朝
ド
ラ
に
戦
後
の
暮
ら
し
蘇
え
り 

　

重
な
る
想
い
に
潤
む
眼
が
し
ら 

田
之
畑　

稔

東
串
良
町
短
歌
会
　

投
　
稿
　
　

※

※

広 

告
気になる 庭木の剪定

整　枝 など

お気軽にご連絡、ご相談ください。

東串良町川西（俣瀬）2781

0994-63-0160 携帯 090-3895-8714
鳥越緑園

見積
無料

TEL
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戸
籍
の
窓

町
社
協
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
５
月
12
日
現
在
）

◎ 

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
上
山
野
の
故･

中
野
清
志
さ
ん
の
ご
遺
族

　

中
野
靖
子
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
下
東
二
の
故･

福
留
義
峰
さ
ん
の
ご
遺
族

　

福
留
勝
志
さ
ん
か
ら

▼
岩
弘
上
の
故･
清
瀧
富
喜
さ
ん
の
ご
遺
族

　

清
瀧
ヨ
シ
エ
さ
ん
か
ら

▼
下
伊
倉
の
故･

原
口
德
男
さ
ん
の
ご
遺
族

　

原
口
麗
子
さ
ん
か
ら

▼
安
留
上
の
故･

上
安
エ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

上
安
清
夫
さ
ん
か
ら

▼
池
之
原
上
西
の
故･

松
元
シ
ヅ
子
さ
ん
の
ご
遺
族

　

松
元
俊
孝
さ
ん
か
ら

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

八
九

六
五

八
五

七
三

八
六

八
六

八
七

　
氏
　
名

中
野　

清
志

福
留　

義
峰

清
瀧　

富
喜

兼
藤　

民
樹

原
口　

德
男

上
安　

エ
ミ

松
元　

シ
ヅ
子

振
興
会

上

山

野

岩
弘
下
東
二

岩

弘

上

新
川
西
上
一

下

伊

倉

安

留

上

池
之
原
上
西

（
敬
称
略
）

４
月
13
日
～
５
月
12
日

『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住
民
課

窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー　【６月１日～30日予定表】

★�午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ－記載の活動は午前中に行っています。）
★�０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合わせ先�東串良町委託事業子育て支援センター
� ひまわり館（青葉保育園内）　
� ☎（６３）５５３３

日 月 火 水 木 金 土

６／１ ２ ３

カレンダー作り 好きな遊びを
楽しもう 休館

４ ５ ６ ７ ８　 ９ １０

休館 風船遊び 季節の絵本を
楽しもう 休館 （ひっとべ館）

手作りおもちゃとお茶
（東串良町体育館）
ドライブごっこ 休館

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

休館 お父さんに
プレゼントを作ろう

（ひまわり館）
ベビーマッサージ 休館 トランポリンで

遊ぼう 身体測定 休館

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

休館 トンネル遊び （総合センター）
親子で体操 休館 マイケルと一緒に

英語にトライ ブロック遊び 休館

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

休館 楽器遊び （総合センター）
親子でエアロビ 休館 自由遊び お楽しみ会

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
氏
　
名

松
倉　

和の
ど
か花

保
護
者

道
和

か
お
り

振
興
会

岩
弘
下
南

市
園　

快か
い
と人

史
明

成
美

岩

弘

中

一
氏　

智と
も
み
つ光

和
人

博
子

池
之
原
下
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こよみ
日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
水

・はみがき教室
　　　　　保 �PM1:00 ～

13
火

�
29
木

14
水

30
金

・母子健康相談
　　　　　保 �PM1:00 ～

15
木

�
１
土

16
金

２
日

17
土

青少年育成の日 �
３
月

・肺がん検診���保 �
������AM9:00 ～、PM1:00 ～

18
日

家庭の日
４
火

・肺がん検診総 �AM9:00 ～��
　　����������������改 PM1:00 ～

19
月

・いきいき体操（あそもんそ会）
　　　　　　　��福 �AM9:30 ～

５
水

・結核レントゲン検診
[10 日（月）まで ]

20
火

６
木

�

21
水

夏至
７
金

22
木

８
土

23
金

・厚生連巡回健診�保 �AM7:15 ～
���������������������������[26日（月）まで]

９
日

・ペンギン（両親）学級
　　　　　保 �AM9:00 ～

24
土

10
月

・いきいき体操（あそもんそ会）
　　　　　　���福 �AM9:30 ～
・第4回定例教育委員会�東

25
日

・甦る大隅国の実像シンポジウム
�����������������　���　総 AM9:30 ～

11
火

・１歳６か月健診
　　　　　保 �PM1:00 ～

26
月

12
水

27
火

6/13�������7/12

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
経 済 課 ６３－３１２３
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

日曜在宅医当番

６月の納税等

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－ 火事・救急は『１１９』番へ －

63-851418日 岩重医院

★納期限までに納入しましょう。
※�公共料金の納付を口座振替で希望している方
は残高をご確認ください。

※変更される場合があります。ご注意ください。

水道漏水当番
63-0507６月 ( 有 ) 宮路建設
63-8439７月 立石電気水道設備

 7月2日 内村産婦人科 63-2521

（６月 30 日）口 座 引 落 日

63-13799日 花田整形外科　

63-787825日 黎明脳神経外科医院 CALENDAR

町 県 民 税 （ １ 期 ）

場　所

ごみ収集

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：農村地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ中央収集
　AM9:00～AM12:00　PM1:00～PM4:00

清掃センター　（６３）０１６８

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
改 善 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

福
物


